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2021年1月19日 
日本ユニシスとライフコーポレーション 

共同開発の AI需要予測自動発注サービスを 
ライフ全店に導入

日本ユニシスは、2018年からライフコーポレーションと共同開発したAI需要予測による発注自動化サー
ビス「AI-Order Foresight」をライフ全店舗へ導入します。一部店舗で2020年2月から利用開始してお
り、2021年2月までに全278店舗での稼働を予定しています。 
「AI-Order Foresight」は、販売実績・気象情報・企画情報などの各種データを元に、小売店舗における
日々の商品発注数を自動算出するサービスです。現在、ライフコーポレーション240店舗以上で稼働して
おり、日配品発注業務を大幅に削減できることを確認しています。 
「AI-Order Foresight」は作業負荷・難易度の高い業務の自動化により、従業員の経験やスキルに依存し
ない店舗運営や、機会ロス・廃棄ロスの削減を実現します。また、従来の自動発注システムは精度維持の
ため人による日常的な予測モデルチューニングが必要でしたが、AI自動チューニング機能により、メンテ
ナンスフリーでの自動発注運用が可能となります。 
日本ユニシスとライフコーポレーションは、「AI-Order Foresight」導入により対象商品の発注作業時間
の5割超を削減し、その時間を活用してお客様対応や売場メンテナンスの強化をはかり、お客様満足度の
向上と従業員の働きやすい環境の構築を目指します。 

【背景】 
小売業界の労働力不足は四半世紀ぶりの高水準であり、厚生労働省・経済産業省発表によると、卸売・小売
業界では22万人の労働人口が不足しています。求人率は高く、今後更に人手不足が深刻になる見込みです。
小売業界各社では、より効率的に店舗運営できる体制作りが求められており、業務の標準化・システム化の
検討が進んでいます。 
多品目の商品を取り扱う小売店舗の発注業務は、適切な数量を発注できなければ品切れや廃棄ロスを引き起
こすため、お客様満足度や売上・利益に直接影響を与える重要な業務です。毎日数千の商品を在庫チェック
し発注する作業は負荷が大きく、業務自動化が期待されています。 
また、新型コロナウイルス(COVID-19)による経済活動への影響で、小売店舗ではウイルス感染防止策を講
じながら業務を継続しています。対応の一環として、従業員の作業負荷を軽減するための業務省力化の施策
が求められています。 

【日本ユニシスとライフコーポレーションの共同研究】 
ライフコーポレーションではドライグロサリー(冷蔵を要さない食品)を対象とする自動発注システムを既
に導入済みでしたが、販売期間が短い牛乳などの日配品を対象にできる高精度な自動発注システムの導入に
は至っておらず、店舗、商品毎に従業員が発注数を毎日算出する作業に多大な時間を要していました。発注
業務の省力化により捻出した業務時間をより高度な店舗運営へ注力させるため、需要予測に基づく自動発注
の技術を保有する日本ユニシスをパートナーに、日配品の発注自動化プロジェクトを 2018 年に開始しま
した。 
本格的なサービス利用開始に先立ち、2018年10月から2019年1月の約4か月間、「AI-Order Foresight」
の店舗実証実験を実施しました。実証実験では、規模の異なるライフ4店舗にて日配品全16分類約2,000
商品を対象アイテムとし、発注作業の削減効果および業務運用手法を確認しました。 
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また、2020年3月以降の新型コロナウイルス影響による激しい需要供給変動においても、廃棄ロス・機会
ロスの悪化防止や、適切な発注量計算を実施できていることを確認しています。 
 
 
 
 
【ライフ店舗で確認した主なAI需要予測自動発注の導入効果】 

・店員の経験やスキルに依存しない発注業務運用 
・発注漏れの抑止、およびこれに伴う機会ロスの削減 
・発注作業人時の削減 

 
【AI-Order Foresightサービス概要】 
「AI-Order Foresight」は、小売店舗の販売実績・気象情報・催事情報などの各種データから、適切な商品発
注数を自動決定するサービスです。作業負荷・難易度の高い発注業務を自動化することで、従業員の業務負
担を軽減し、従業員の経験やスキルに依存しない店舗運営・機会ロス・廃棄ロス削減を実現します。 
処理技術には、日本ユニシスが保有する統計解析技術と AI技術を活用しています。統計解析と AIを組み
合わせ、高精度分析を短時間で実施し、従来の自動発注システムでは精度面で実現困難だった日配品・生鮮
品などの自動発注化が可能になります。また、従来の需要予測では欠かせなかったデータサイエンティスト
やアナリティクス組織による予測モデルの改善を、AI 機能が代替実施するため、専門家を有さなくとも予
測精度の維持・向上が可能になります。 

 

 
【今後の取り組み】 
今後も、日本ユニシスとライフコーポレーションは、経験とノウハウを活かし、業務自動化を推進できる店舗環
境を構築し、従来業務に割り当ていた労働時間をより高度な店舗運営へ注力させることで、お客様満足度の向
上や新たなサービス価値の創出、また従業員の働きやすい環境の構築を目指します。 
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■関連リンク 
・株式会社ライフコーポレーション http://www.lifecorp.jp/ 
・日本ユニシス株式会社 https://www.unisys.co.jp/ 
・クラウド型自動発注サービス「AI-Order Foresight」 

https://www.unisys.co.jp/solution/lob/commerce/retail/aiorder/ 
・2020年 6月 16日付 ニュースリリース 
 AI需要予測に基づくクラウド型自動発注サービス「AI-Order-Foresight」の提供を開始 

https://www.unisys.co.jp/news/nr_200616_aiorderforesight.pdf 
 
※記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 
※掲載のニュースリリース情報は、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合が
ありますので、あらかじめご了承ください。 
 
＜本ニュースリリースに関するお問い合わせ＞ 

https://www.unisys.co.jp/newsrelease_contact/ 
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